
大物を抱きしめ、歓喜の声
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速い泳ぎに悪戦苦闘～ブリのつかみ取り大会～
最後まで全力をつくして～三県架橋建設促進・長島町町制施
行20周年記念事業第40回カヌー長島海峡横断大会～
町内一円で御八日踊り
獅子島と水俣を結ぶ新旅客船～「ししじま」お披露目式～
／水産業発展に期待～指江港の浮き桟橋完成～
地域おこし協力隊通信～マンダリンに集う！イベント開催～
【急募】鷹巣診療所の看護師募集／現行の浄化槽設置補助
金は今年度まで
農産物品評会に出品しませんか／マイナ救急実証事業開始
重度障がいがあるかたの手当／お口元気歯ッピー健診
情報の除外申請／電気柵の整備補助を変更します
認知症について考えよう～地域包括支援センターだより～
／認知症に向き合う映画を上映
有効期限が迫っています／さつま島娘記念ボトル／町長動静
知っ得ボックス
まちの話題
長島文芸／町立図書館のおすすめ
ハッピースマイル～１歳おめでとう～／うぶ声・お悔やみ・お礼
／編集後記
［裏表紙］　20年の感動がここに～第20回ながしま造形美
術展～

 ８月24日 （日） ９時44分

令和７年８月31日現在 ※（ ）は前月比

4,312 （-2）

（-9）

（+1）

（-8）

4,708
4,49９
9,207

　８月 24 日、あづま海
水浴場で、ブリのつかみ
取り大会がありました。
　元気いっぱいにブリを
つかみに行く子どもたち
に負けないくらい、大人
もやる気十分で楽しんで
いる様子でした。

（関連記事＝ P ３）
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３ ｜  広報ながしま  2025年9月号

速
い
泳
ぎ
に
悪
戦
苦
闘

　
　
　 
～
ブ
リ
の
つ
か
み
取
り
大
会
～

　
８
月
24
日
、
あ
づ
ま
海
水
浴
場
で

ブ
リ
の
つ
か
み
取
り
大
会
が
あ
り
、

県
内
外
か
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
。

子
ど
も
と
大
人
の
部
に
分
か
れ
て
、

力
強
く
泳
ぐ
ブ
リ
を
追
い
か
け
る
参

加
者
で
会
場
は
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
町
観
光
協
会
の
波

戸
正
和
会
長
が
「
ブ
リ
の
生
育
も
良

い
状
況
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
全
力
で
盛

り
上
げ
る
の
で
、
楽
し
ん
で
い
っ
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
夏
休
み
の
一
日

を
と
び
っ
き
り
の
思
い
出
に
し
よ
う

と
、
ス
タ
ー
ト
の
合
図
と
同
時
に
元

気
よ
く
海
に
飛
び
込
み
ま
し
た
が
、

目
の
前
を
機き
び
ん敏
に
泳
ぎ
回
る
ブ
リ
に

悪
戦
苦
闘
し
、
そ
の
大
き
さ
に
驚
い

て
い
ま
し
た
。
や
っ
と
の
思
い
で
捕

ま
え
る
と
、
最
高
の
笑
顔
で
ブ
リ
を

胸
に
抱
え
込
ん
で
い
ま
し
た
。　
　
　
　

　
参
加
し
た
福
別
の
の
か
さ
ん
（
鹿

児
島
市
・
６
歳
）
は
「
怖
く
て
捕
ま

ら
れ
な
か
っ
た
が
優
し
い
お
じ
ち
ゃ

ん
が
捕
ま
え
て
く
れ
た
。
も
う
少
し

大
き
く
な
っ
た
ら
、
再
挑
戦
す
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

ブリをつかみ取り余裕の表情ブリをつかみ取り余裕の表情

大人だって、やる気いっぱい大人だって、やる気いっぱい

大物を抱きしめてインタビュー大物を抱きしめてインタビュー

逃げられないよう　逃げられないよう　
直ちに上陸直ちに上陸大きなブリに不安げな子どもたち大きなブリに不安げな子どもたち

全身でかかえ込みようやくゲット全身でかかえ込みようやくゲット

あいさつするあいさつする
波戸会長波戸会長



広報ながしま  2025年9月号  ｜　4

～
三
県
架
橋
建
設
促
進
・
長
島
町
町
制
施
行
20
周
年

記
念
事
業
第
40
回
カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断
大
会
～

最
後
ま
で
全
力
を
つ
く
し
て

　
島
原
・
天
草
・
長
島
の
三
県
架
橋

構
想
の
機
運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
第
40
回
カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断
大

会
が
８
月
30
日
に
あ
り
、
本
町
の
ほ

か
、
天
草
市
や
与
論
町
、
長
崎
県
南

島
原
市
の
児
童
生
徒
合
計
65
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

牛
深
港
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で

は
、
川
添
健
町
長
ら
が
激
励
の
言
葉

を
述
べ
た
後
、
山
下
光あ
き
ら煌
さ
ん
（
平

尾
中
３
年
）
が
「
三
県
架
橋
実
現
の

た
め
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
練
習

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
最
後
ま

で
全
力
で
漕
ぎ
切
る
」
と
元
気
よ
く

宣
誓
し
ま
し
た
。

　
午
前
11
時
40
分
、
ス
タ
ー
ト
の
号

砲
と
同
時
に
選
手
た
ち
は
牛
深
港
を

元
気
よ
く
出
発
し
ま
し
た
。

　
懸
命
に
パ
ド
ル
を
漕
ぐ
選
手
た
ち

は
、互
い
に
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、

８
㌔
の
道
の
り
を
果か
か
ん敢
に
挑
戦
。
約

２
時
間
か
け
て
全
員
が
ゴ
ー
ル
の
蔵

之
元
艇
庫
に
到
着
し
、
海
峡
横
断
の

成
功
を
収
め
ま
し
た
。

　
今
年
で
２
回
目
の
挑
戦
と
な
る
脇

田
希の

あ彩
さ
ん（
長
島
中
３
年
）は「
腕

が
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。
ゴ
ー
ル
で

き
て
強
い
達
成
感
が
あ
る
」
と
ゴ
ー

ル
で
き
た
よ
ろ
こ
び
を
話
し
ま
し

た
。

フェリーからの声援にパドルを立てて応える選手らフェリーからの声援にパドルを立てて応える選手ら

牛深港から出発。順調な滑り出し牛深港から出発。順調な滑り出し

最後はみんなで記念撮影最後はみんなで記念撮影

宣誓する山下さん宣誓する山下さん

交代後は、応援に専念交代後は、応援に専念

家族が見守る中ラストスパート家族が見守る中ラストスパート



5 ｜  広報ながしま  2025年9月号

町
内
一
円
で
御
八
日
踊
り

　
８
月
８
日
、
本
町
の
伝
統

８
月
８
日
、
本
町
の
伝
統

行
事
で
あ
る
御
八
日
踊
り
が

行
事
で
あ
る
御
八
日
踊
り
が

町
内
の
神
社
や
各
集
落
で
奉

町
内
の
神
社
や
各
集
落
で
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。

納
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は

　
今
年
は
1313
地
区
地
区
1515
団
体
が

団
体
が

参
加
し
、
色
と
り
ど
り
の
衣

参
加
し
、
色
と
り
ど
り
の
衣

装
や
飾
り
を
身
に
つ
け
た
踊

装
や
飾
り
を
身
に
つ
け
た
踊

り
手
た
ち
が
、

り
手
た
ち
が
、
鉦鉦か
ね
か
ね
や
太
鼓
を

や
太
鼓
を

力
強
く
打
ち
鳴
ら
し
、
そ
れ

力
強
く
打
ち
鳴
ら
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
集
落
に
伝
わ
る
手
踊

ぞ
れ
の
集
落
に
伝
わ
る
手
踊

り
や
舞
を
披
露
。
訪
れ
た
観

り
や
舞
を
披
露
。
訪
れ
た
観

客
か
ら
は
、
盛
大
な
拍
手
が

客
か
ら
は
、
盛
大
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

【川床四公連】御八日踊り組合【川床四公連】御八日踊り組合

【指江】育成会【指江】育成会 【唐隈】郷土芸能保存会【唐隈】郷土芸能保存会

【山門野】ひょっとこ会【山門野】ひょっとこ会【鷹巣】種子鐘島踊り保存会【鷹巣】種子鐘島踊り保存会

【平尾】郷土芸能保存会【平尾】郷土芸能保存会

【幣串】育成会【幣串】育成会 【城川内】子供育成会【城川内】子供育成会



広報ながしま  2025年9月号  ｜　６

～
「
し
し
じ
ま
」お
披
露
目
式
～

獅
子
島
と
水
俣
を
結
ぶ
新
旅
客
船

～
指
江
港
の
浮
き
桟
橋
完
成
～

水
産
業
発
展
に
期
待

　
８
月
23
日
、
新
旅
客
船
「
し
し
じ

ま
」
の
就
航
を
祝
い
、
母
港
の
幣
串

港
で
お
披
露
目
式
が
開
催
さ
れ
、
有

限
会
社
獅
子
島
汽
船
の
従
業
員
や
地

元
住
民
な
ど
関
係
者
51
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
「
し
し
じ
ま
」
は
、
全
長
約
18
㍍
、

総
19
㌧
で
定
員
は
45
人
と
な
っ
て
い

て
、
老
朽
化
し
た
前
の
船
よ
り
６
㍍

ほ
ど
長
く
、
安
定
感
が
増
し
た
と
共

に
、
客
席
を
少
な
く
し
た
こ
と
で
船

内
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

　
運
行
は
、
獅
子
島
と
水
俣
を
１
日

に
３
往
復
、
片
道
約
30
分
で
結
ん
で

い
て
、
通
院
や
買
い
物
の
た
め
に
欠

か
せ
な
い
航
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
式
で
は
、
同
社
の
須
嵜
隆
文
代
表

取
締
役
社
長
が
「
皆
さ
ま
の
ご
支
援

に
深
く
感
謝
。
本
線
が
地
域
の
皆
さ

ん
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
架
け
橋
に

な
り
、
発
展
と
豊
か
な
生
活
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、
安
全
第
一
を
胸
に
全

力
を
つ
く
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　
式
の
あ
と
、
同
港
と
水
俣
港
で
餅

投
げ
が
行
わ
れ
、
２
０
０
人
を
超
え

る
住
民
や
利
用
者
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

ま
し
た
。

　
８
月
20
日
、
指
江
港
で
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
た
浮
き
桟
橋
の
完
成
を

祝
う
竣
工
式
が
あ
り
、
地
元
住
民
や

漁
業
者
、
工
事
関
係
者
ら
約
50
人
が

出
席
し
、
今
後
の
安
全
を
祈
り
ま
し

た
。

　
橋
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
内
蔵
し
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
製
の
浮
体
形
状
（
22
㍍
×
10

㍍
）。
係
船
柱
は
８
基
と
防
舷
材
20

基
を
設
置
し
、
渡
橋
で
岸
壁
と
つ
な

ぐ
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
指
江
自
治
公
民
館
の
濵
﨑
慎
二
郎

館
長
は「
浮
き
桟
橋
の
完
成
を
機
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
水
産
業
発
展
が
期

待
で
き
る
。
関
係
者
に
感
謝
し
、
大

切
に
使
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
県
北
薩
地
域
振
興
局
の
瀬
戸
口

淳
一
建
設
部
長
は
「
漁
獲
物
や
漁
具

な
ど
の
効
率
的
な
荷
揚
げ
作
業
が
可

能
に
な
り
、
就
労
環
境
の
改
善
が
見

込
め
る
。
同
地
区
の
漁
業
活
動
の
発

展
を
祈
願
す
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

門出を祝いテープカット門出を祝いテープカット

指江浮き桟橋指江浮き桟橋

餅投げに盛り上がる会場餅投げに盛り上がる会場 水俣港での内覧会水俣港での内覧会

ゆったりとした船内ゆったりとした船内

式辞を述べる式辞を述べる
須嵜社長須嵜社長



７ ｜  広報ながしま  2025年9月号

　
７
月
29
日
と
30
日
の
２
日
間
、
イ
ギ

リ
ス
や
エ
ス
ト
ニ
ア
の
大
学
に
通
う
、

大
学
生
４
人
と
町
内
の
小
中
学
生
７
人

が
集
ま
り
、
自
分
と
地
域
の
魅
力
を
探

求
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

「
Ｒ
ｏ
ｏ
ｔ
ｓ 

＆  
Ｒ
ｏ
ｕ
ｔ
ｅ
ｓ 

Ｐ

ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ 

ｉ
ｎ 
長
島
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
留
学
フ
ェ

ロ
ー
シ
ッ
プ
が
主
催
し
た
も
の
で
、
昨

年
度
に
続
き
２
回
目
の
実
施
。
29
日
、

子
ど
も
た
ち
は
、
大
学
生
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
な
が
ら
、
興
味
関
心
な
ど
自
己

理
解
を
深
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
挑
戦
。

30
日
は
、
道
の
駅
や
長
島
八
景
を
ま
わ

り
、
町
の
お
も
し
ろ
さ
を
見
つ
け
る
バ

ス
ツ
ア
ー
と
、
町
の
大
人
を
招
い
て
、

ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
町
の
魅
力
と
自
分
の
個

性
を
結
び
付
け
て
考
え
る
こ
と
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
小

中
学
生
か
ら
は
、「
自
分
に
つ
い
て
深

く
知
れ
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
」、「
自

分
の
好
き
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
夏
休
み
期
間
中
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
渋
谷
日
和
さ
ん
を
中
心
に
、
長
島
町
内

外
の
交
流
が
生
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
、マ
ン
ダ
リ
ン
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

８
月
９
日
に
は
、
異
業
種
交
流
イ

ベ
ン
ト
「
マ
ン
ダ
リ
ン
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ

ト
ー
ー
ー
ク
！
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
内
を
含
む
県
内
各
地
や
東
京
か
ら

30
人
以
上
が
集
ま
り
、
本
町
の
地
方
創

生
支
援
官
を
務
め
る
国
家
公
務
員
の
３

人
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
１
人
あ
た
り
５
分
で
、
趣
味
や
仕
事

の
取
り
組
み
を
自
由
に
発
表
す
る
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
回
は
13
人
が
、
生

成
Ａ
Ｉ
や
ド
ロ
ー
ン
、〝
み
か
ん
〟、
米

作
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ピ
ッ
ク
に
つ

い
て
、
熱
の
こ
も
っ
た
ト
ー
ク
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　
ト
ー
ク
終
了
後
は
、
初
対
面
の
参
加

者
同
士
で
た
く
さ
ん
の
交
流
が
生
ま

れ
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ア

や
、
新
し
い
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
渋
谷
さ
ん
は
、
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
「
マ
ン
ダ
リ
ン
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
に
、

町
内
外
か
ら
人
が
集
ま
る
ほ
ど
、
面
白

く
、
刺
激
的
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
え
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
今
後
も
、
た
く
さ

ん
の
か
た
の
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、

町
の
皆
さ
ん
に
も
学
び
や
楽
し
み
の
生

ま
れ
る
場
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と

振
り
返
り
ま
し
た
。

マ
ン
ダ
リ
ン
に
集
う
！
イ
ベ
ン
ト
開
催

マンダリンBASE トーーーク！メンバーの集合写真マンダリンBASE トーーーク！メンバーの集合写真

個性的なトークで盛り上がる会場個性的なトークで盛り上がる会場

大学生との会話で自己理解を深める子どもたち大学生との会話で自己理解を深める子どもたち

バスツアーで訪れた唐隈灯台公園バスツアーで訪れた唐隈灯台公園



【
急
募
】
鷹
巣
診
療
所
の
看
護
師
募
集
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長
島
町
国
民
健
康
保
険
鷹
巣
診
療

所
で
は
、
正
・
准
の
看
護
師
を
次
の

と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
雇
用
形
態

　
会
計
年
度
任
用
職
員

〇
勤
務
場
所

　
鷹
巣
診
療
所

　

出
水
郡
長
島
町
鷹
巣
１
８
４
１
番
地
６

〇
勤
務
形
態

　
勤
務
表
に
よ
る(

４
週
８
休) 

※
夜
勤
あ
り　

　

夜
勤
の
回
数
な
ど
に
つ
い
て
は
柔
軟
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

〇
給
与

　
20
万
７
千
７
０
０
円
～

問
い
合
わ
せ
先

　
鷹
巣
診
療
所 

　
☎（
86
）０
０
５
４［
直
通
］

現
行
の
浄
化
槽
設
置
補
助
金
は
今
年
度
ま
で

現
行
の
補
助
金
は
最
終
年
度
で
す

　

町
で
は
、水
コ
ケ
の
白
色
化

や
海
草
の
磯
焼
け
現
象
、赤
潮

発
生
な
ど
の
一
要
因
と
考
え
ら

れ
て
い
る
生
活
排
水
の
浄
化
に

よ
り
、河
川
や
周
辺
海
域
の
水

質
環
境
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、

汚
水
処
理
未
普
及
解
消
の
た
め
、

平
成
24
年
度
か
ら
個
人
型
整
備

事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

普
及
向
上
の
た
め
に
浄
化

槽
設
置
工
事
費
の
総
事
業

費
に
対
す
る
個
人
負
担
金

を
減
ら
し
、
補
助
金
額
の
上

限
額
を
81
万
１
千
円
か
ら

１
２
６
万
２
千
円
の
範
囲
で
補

助
し
て
き
ま
し
た
。

　

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る
町
民

の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
、こ

れ
ま
で
何
度
も
補
助
制
度
の

延
長
を
し
て
き
ま
し
た
が
、令

和
６
年
度
末
の
個
人
型
浄
化

槽
補
助
金
利
用
の
累
計
が
約

１
２
０
０
基
で
汚
水
処
理
未
普

及
解
消
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
か

ら
、「
広
報
な
が
し
ま
」（
令
和
７

年
３
月
号
）で
お
知
ら
せ
し
た
、

現
行
の
補
助
制
度
は
令
和
７
年

度
（
令
和
８
年
３
月
末
）ま
で

と
し
ま
す
。

　

浄
化
槽
の
設
置
・
改
修
な
ど

を
検
討
さ
れ
て
い
る
か
た
は
早

め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。予

算
の
範
囲
で
受
け
付
け
ま
す
が
、

工
事
完
了
予
定
が
３
月
末
ま
で

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、単
独
処
理
浄
化

槽
撤
去
12
万
円
、く
み
取
り
槽

撤
去
９
万
円
の
補
助
が
あ
り
ま

す
。

　

令
和
８
年
度
か
ら
の
浄
化
槽

設
置
補
助
金
は
、県
内
の
多
く

の
自
治
体
が
採
用
し
て
い
る
国

と
同
程
度
の
基
準
に
な
る
予
定

で
す
。

人槽区分 総事業費 補助金額
（上限額） 個人負担額

５人槽 896,000 円 811,000 円 85,000 円

７人槽 1,073,000 円 973,000 円 100,000 円

10 人槽 1,387,000 円 1,262,000 円 125,000 円

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
水
道
課
下
水
道
係

　
☎（
86
）１
１
１
４［
直
通
］
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問
い
合
わ
せ
先

　
長
島
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

　
（
役
場
農
政
課
内
）

　
☎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

農
産
物
品
評
会
に
出
品
し
ま
せ
ん
か

　
町
で
は
、12
月
初
旬
に「
長
島
フ
ェ

ス
タ
」
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
前

日
に
は
例
年
、
農
産
物
品
評
会
を
開

催
し
ま
す
。
出
品
は
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ま

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
出
品
で
き
る
作
物
に
は
数
量
や
サ

イ
ズ
な
ど
の
規
格
が
あ
り
ま
す
。

　
出
品
を
希
望
す
る
か
た
は
早
め
に

野
菜
作
り
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

い
。

作物名 規格 作物名 規格 作物名 規格

青果用甘しょ ５㎏ バレイショ（Ｌ） 12 個 サトイモ 10 個

ヤマイモ ２本 深ネギ ５本 小ネギ（センモト） 20 本

カボチャ ２個 キャベツ ２個 ハクサイ ２個

レタス ２個 ショウガ ２株 タケノコ ３本

生しいたけ 500g カブ ３個 ホウレン草 10 本

ブロッコリー ３個 カリフラワー ２個 ニンジン ５本

ダイコン ２本 インゲン（Ｍ） 200g キヌサヤ（Ｌ） 200g
実エンドウ・

スナップエンドウ 300g 切り花 ５本 デコポン（３Ｌ） ４個

温州みかん（Ｌ） 12 個 ポンカン（２Ｌ） 12 個 レモン 12 個

紅甘夏（２Ｌ） ６個 スイートスプリング ６個 キンカン １㎏

サワーポメロ ４個 ハッサク ６個 島みかん 12 個

ボンタン ２個 柿 ６個 工芸品 自由

マ
イ
ナ
救
急
実
証
事
業
開
始

　
10
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31

日
ま
で
、
全
国
で
マ
イ
ナ
救
急
実
証

事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
救
急
搬
送
さ
れ

る
際
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

使
っ
て
医
療
機
関
の
受
診
歴
や
薬
の

処
方
歴
な
ど
の
情
報
を
救
急
隊
が
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
患
者
の
状
況
に
応
じ
た
迅
速

で
適
切
な
医
療
対
応
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

　
救
急
時
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
読
み
込
み
を
お
願
い
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
カ
ー
ド
を
保
険
証

と
し
て
利
用
登
録
し
て
い
る
か
た

は
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
救
急
隊
が
確
認
で
き
る
情
報
は
限

ら
れ
て
お
り
、
個
人
情
報
は
一
切
閲

覧
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
阿
久
根

消
防
署

・
東
分
遣
所　

　
☎︎（
86
）０
１
１
９［
直
通
］

・
長
島
分
遣
所

　
☎︎（
88
）５
３
３
３［
直
通
］
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重
度
障
が
い
が
あ
る
か
た
の
手
当

　

町
で
は
、重
度
の
障
が
い
が

あ
る
か
た
で
、日
常
生
活
に
常

に
介
護
が
必
要
な
か
た
は
、特

別
障
害
者
手
当
な
ど
を
受
給
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
手
当
額
は
改
定
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

【
特
別
障
害
者
手
当
】

　

こ
の
手
当
は
在
宅
重
度
障
が
い
者
で
20
歳
以
上
の
か
た
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

基
準
を
満
た
す
重
度
障
が
い
が
２
つ
以
上
あ
る
か
た
、ま
た
は

そ
れ
と
同
程
度
以
上
の
状
態
で
あ
る
か
た
が
対
象
で
す
。

〇
支
給
要
件

・
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

・
毎
年
の
所
得
が
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

・
病
院
な
ど
に
継
続
し
て
３
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
な
い
こ
と

〇
手
当
額 

　

月
額
２
万
８
８
４
０
円

【
障
害
児
福
祉
手
当
】　

　

こ
の
手
当
は
20
歳
未
満
の
在
宅
重
度
障
が
い
児
の
か
た
に
支

給
さ
れ
ま
す
。基
準
を
満
た
す
重
度
障
が
い
が
あ
る
か
た
、ま
た

は
同
程
度
以
上
の
状
態
で
あ
る
か
た
が
対
象
で
す
。

〇
支
給
要
件

・
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

・
毎
年
の
所
得
が
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

・
障
が
い
を
理
由
と
す
る
ほ
か
の
公
的
年
金
の
受
給
が
な
い
こ
と

〇
手
当
額 

　

月
額
１
万
６
１
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係

　
☎（
86
）１
１
４
６［
直
通
］

お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
健
診

　
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、今
年
度
に
76
歳
、78
歳
、

お
よ
び
80
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

る
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
を

対
象
に
、口
腔
健
診（
お
口
元
気
歯
ッ

ピ
ー
健
診
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
に
は
受
診
券
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

　
県
内
歯
科
医
療
機
関
へ
受
診
可
能

か
問
い
合
わ
せ
、
予
約
の
上
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
健
診
期
限　

　

令
和
８
年
１
月
31
日
（
土
）ま
で

〇
健
診
料　

無
料

〇
対
象
者　
　

・
今
年
度
76
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
か
た

※
昭
和
24
年
４
月
１
日
～
昭
和
25
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者

・
今
年
度
78
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
る
か
た

※
昭
和
22
年
４
月
１
日
～
昭
和
23
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者

・
今
年
度
80
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
る
か
た

※
昭
和
20
年
４
月
１
日
～
昭
和
21
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者

問
い
合
わ
せ
先

　
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

業
務
課
保
健
事
業
班

　
☎
０
９
９（
２
０
６
）１
３
２
９



電
気
柵
の
整
備
補
助
を
変
更
し
ま
す

情
報
の
除
外
申
請
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市
町
村
の
法
定
受
託
事
務
で

あ
る
自
衛
官
な
ど
の
募
集
事
務

に
関
し
、本
町
で
も
法
令
に
基

づ
き
、毎
年
募
集
対
象
者
の
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
の
う
ち
、情
報
提
供

を
希
望
さ
れ
な
い
か
た
は
、申

請
に
基
づ
き
提
供
す
る
情
報
か

ら
除
外
し
ま
す
の
で
次
の
要
領

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）か
ら
閲
覧

で
き
ま
す
。

【
除
外
申
請
の
対
象
者
】　

　

次
の
両
方
に
該
当
す
る
か
た

〇
長
島
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
か
た
（
日
本
国
籍
を
有
す
る
か

た
）の
う
ち
、令
和
７
年
度
中
に
18
歳
ま
た
は
22
歳
に
な
る
か
た

※
18
歳
（
平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

※
22
歳
（
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

〇
自
衛
官
等
募
集
に
か
か
る
自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
を
希
望
し

な
い
か
た

〇
受
付
期
間

　

９
月
11
日
（
木
）～
10
月
31
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
危
機
管
理
係

　
☎（
86
）１
１
１
１［
直
通
］

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
被
害
に
対
し
て

地
域
ぐ
る
み
で
対
策
を
行
う
た

め
に
電
気
柵
の
整
備
に
対
す
る

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
更
な
る
支
援
へ
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
選
択
肢

を
広
げ
、事
業
を
拡
充
し
ま
す
。

　

申
請
は
10
月
１
日
（
水
）か

ら
受
け
付
け
ま
す
の
で
、希
望

者
は
見
積
書
や
カ
タ
ロ
グ
を
持

参
の
上
、役
場
農
政
課
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
整
備
補
助
は
９
月
議

会
で
予
算
が
承
認
さ
れ
た
場
合

に
実
施
し
、申
請
は
予
算
の
範

囲
内
で
受
け
付
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
農
政
係

　
☎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

改正前 改正後

対象者 原則３戸以上の農業者で組
織する団体

町内の農業者で 10a 以上の農地を耕作し下記に該当する
かた
・認定農業者、認定新規就農者
・農業法人
・出荷実績のある農業者

申請手続

・毎年 11 月頃に購入希望
者を募集し、翌年度に購入
します。
・申請および補助金の受領
については鹿児島いずみ農
協へ委任します。

①申請書に見積書またはカタログなど
　電気柵の金額がわかる書類を添えて農政課へ申請
②内容を審査し交付決定後、申請者が電気柵を購入
③申請者は領収書を添えて補助金を農政課へ請求
※認定農業者、新規就農者は年度内に２回まで申請でき
ます
※中古やオークション品、交付決定前に購入したものは
　補助対象外になります

補助額
鹿児島いずみ農協が販売す
る電気柵（500 ｍまたは
250 ｍ）の購入費用の２分
の１以内

購入する電気柵の指定はなく
購入経費の２分の１（上限６万円）
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認
知
症
に
つ
い
て
考
え
よ
う

 
～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係

　
☎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

　
認
知
症
は
、
誰
も
が
な
る
可
能
性

の
あ
る
身
近
な
病
気
で
す
。「
認
知

症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
た
い
」
そ
ん
な
想
い
を
実
現

す
る
た
め
に
、
理
解
の
輪
を
広
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

【
認
知
症
月
間
】

　
町
で
は
、
９
月
の
認
知
症
月
間
を

中
心
に
、
認
知
症
に
関
す
る
普
及
啓

発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
１
月
に
認
知
症
基
本
法

「
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
た

め
の
認
知
症
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
認
知
症
の
人
を

含
め
た
国
民
一
人
一
人
が
支
え
合
い

な
が
ら
共
生
す
る
活
力
あ
る
社
会
の

実
現
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
広
く
認
知
症
に
つ
い
て
の

関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
毎
年

９
月
を
「
認
知
症
月
間
」、
９
月
21

日
を
「
認
知
症
の
日
」
と
し
て
い
ま

す
。

【
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を

温
か
く
見
守
り
、支
援
す
る
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

　
受
講
者
に
は
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証

と
し
て
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
が
配
ら

れ
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
主
に
小
・
中
学
校

を
対
象
に
開
催
予
定
で
す
。

　
　
　２つの単語が完成するように中央の□にひらがなを入れてください。

支
え
合
い
や
つ
な
が
り
で
、誰
も
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る

「
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
に
向
き
合
う
映
画
を
上
映

　
町
で
は
、例
年
町
文
化
ホ
ー
ル
で
、

介
護
に
関
す
る
上
映
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、「
ケ
ア
ニ
ン
・
こ
こ

ろ
に
咲
く
花
」
を
上
映
し
ま
す
。

〇
ス
ト
ー
リ
ー

　
認
知
症
の
高
齢
者
と
向
き
合
う
新

人
介
護
士
が
、
葛
藤
や
成
長
を
通
じ

て
心
を
通
わ
せ
、
人
と
人
と
の
絆
の

大
切
さ
を
見
つ
め
直
す
感
動
の
物
語

で
す
。

〇
日
時

・
１
回
目

　
10
月
17
日
（
金
）　

　
午
後
６
時
30
分
（
開
場
）　

　
午
後
７
時
（
上
映
開
始
）

・
２
回
目

　
10
月
18
日
（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
（
開
場
）　　

　
午
前
10
時
（
上
映
開
始
）

〇
場
所

　
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

〇
入
場

　
無
料

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。　

　
（
申
込
期
限
10
月
10
日
（
金
））

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係

　
☎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

① こ
ぴ の
ら

② わ
か し
め

③ く
す か
ず

④ あ
せ り
え

答え　①あ　②か　③い　④ろ



８
月《
葉
月
》
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１
日（
金
）

３
日（
日
）

４
日（
月
）

６
日（
水
）

７
日（
木
）

８
日（
金
）

19
日（
火
）

20
日（
水
）

21
日（
木
）

23
日（
土
）

26
日（
火
）

28
日（
木
）

30
日（
土
） 鹿

児
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
（
鹿
児
島
市
）

せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
祭
り
（
東
京
都
）

～
５
日
（
火
）

市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
現
地
常
任
理
事
会（
北
海
道
）

町
道
の
日
出
発
式
（
総
合
町
民
体
育
館
）

三
県
架
橋
九
州
地
方
整
備
局
要
望
活
動
（
福
岡
市
）

地
方
創
生
伴
走
支
援
官
と
の
意
見
交
換
会
（
役
場
）

離
島
行
政
懇
談
会

離
島
振
興
協
議
会
定
例
監
査
（
鹿
児
島
市
）

水
産
の
日
行
事
（
東
町
漁
協
市
場
）

町
長
相
談

国
保
運
営
協
議
会
委
嘱
状
交
付

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
委
員
会
（
役
場
）

指
江
浮
き
桟
橋
竣
工
式
（
指
江
港
）

出
水
広
域
連
携
防
災「
道
の
駅
」整
備
推
進
協
議
会
総
会（
出
水
市
）

新
旅
客
船
「
し
し
じ
ま
」
披
露
式
お
よ
び
内
覧
会
（
幣
串
港
）

出
水
地
区
社
会
基
盤
整
備
推
進
協
議
会
定
期
総
会
（
出
水
市
）

地
方
自
治
振
興
促
進
懇
談
会
（
鹿
児
島
市
）

カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断
大
会
（
牛
深
港
～
蔵
之
元
艇
庫
）

鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
サ
ッ
カ
ー
教
室（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

さ
つ
ま
島
娘
記
念
ボ
ト
ル

　

町
制
施
行
20
周
年
を
記
念
し

て
、「
長
島
町
制
20
周
年
記
念
焼

酎
特
別
ボ
ト
ル
」が
長
島
研
醸

有
限
会
社
（
代
表
取
締
役
＝
長

山
正
盛
）か
ら
販
売
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
、島
内
25
の
酒
販
店

が
販
売
す
る
「
さ
つ
ま
島
娘
」

の
限
定
ボ
ト
ル
で
、海
に
囲
ま

れ
た
本
町
を
イ
メ
ー
ジ
し
、ラ

ベ
ル
や
専
用
の
箱
に
は
「
黒
之

瀬
戸
自
然
公
園
」な
ど
の
町
内

５
つ
の
名
所
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
長
島
研
醸
有
限
会
社

　
☎（
88
）２
０
１
５［
代
表
］

　
役
場
水
産
景
観
課
商
工
観
光
係

　
☎（
86
）１
１
３
７［
直
通
］

有
効
期
限
が
迫
っ

て
い
ま
す

　

町
商
工
会
で
、販
売
し
た
「
長

島
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」

の
有
効
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

有
効
期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券

は
、使
用
で
き
ず
、返
金
も
で
き

ま
せ
ん
。

　

購
入
し
た
商
品
券
は
、「
商
工

会
取
扱
加
盟
店
」に
て
早
め
に

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
有
効
期
限		



　

令
和
７
年
９
月
30
日

見本

見本

問
い
合
わ
せ
先

　
長
島
町
商
工
会　

　
☎（
86
）０
２
０
９
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危
険
物
取
扱
者
試
験

　
令
和
７
年
度
第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
受
験
を
希
望
す
る
か
た
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

〇
受
験
申
請
期
間

・
書
面
申
請　

　
９
月
24
日（
水
）か
ら
10
月
２
日（
木
）

・
電
子
申
請

　
９
月
24
日（
水
）９
時
か
ら
10
月
２
日（
木
）

〇
試
験
日

　
11
月
８
日（
土
）

〇
試
験
手
数
料

　
甲
種
・・・
７
２
０
０
円　

　
乙
種
・・・
５
３
０
０
円

　
丙
種
・・・
４
２
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合　
　

・
東
分
遣
所　
☎︎（
86
）０
１
１
９［
直
通
］

・
長
島
分
遣
所　
☎︎（
88
）５
３
３
３［
直
通
］

第
17
回
な
が
し
ま
軽
ト
ラ
市 

　
町
商
工
会
で
は
、次
の
と
お
り「
第
17
回
な

が
し
ま
軽
ト
ラ
市
」を
開
催
し
ま
す
。

〇
開
催
日
時

　
９
月
21
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

〇
開
催
場
所

　
日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
（
総

合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
（
屋
内
））
と
駐
車

場〇
イ
ベ
ン
ト

・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選
会

・
子
供
広
場

  

e
ス
ポ
ー
ツ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
モ
ル
ッ

ク
、
輪
投
げ
、
釣
り
ゲ
ー
ム
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
島
町
商
工
会　

　
☎（
86
）０
２
０
９

ほ
く
さ
つ
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
会

　
障
が
い
の
あ
る
か
た
の
就
職
や
生
活
、企
業

の
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て
、ほ
く
さ
つ
障
害

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
直

接
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
「
就
職
活
動
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
」や「
障
が
い
を
理
解
し
て
も
ら
え
な

い
」な
ど
の
日
々
の
悩
み
事
が
あ
り
ま
し
た
ら

出
張
相
談
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、希
望
す
る
時
間
の
あ

る
か
た
は
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
日
時

　
９
月
24
日（
水
）午
前
10
時
～
正
午　

〇
場
所

　
役
場
１
階　
相
談
室

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
ほ
く
さ
つ
障
害
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９
６（
29
）５
０
２
２

行
政
書
士
無
料
相
談
会
開
催

　
県
行
政
書
士
会
で
は
、次
の
と
お
り
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

〇
日
時

　
10
月
26
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

〇
場
所

　
出
水
市
中
央
公
民
館

　
出
水
市
文
化
町
23

〇
相
談
内
容

　
相
続
・
遺
言
関
係
、農
地
法
関
係
、各
種
許

認
可
・
法
人
設
立
関
係
、権
利
義
務
関
係
、規

約
書
な
ど
の
作
成
、交
通
事
故
相
談
な
ど

※
予
約
が
無
く
て
も
相
談
可
能
で
す
が
、予
約

者
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
行
政
書
士
会
出
水
市
部（
担
当
＝
岩
崎
）

　
☎
０
８
０（
９
２
４
５
）０
９
６
９

支
援
金
申
請
の
案
内

　
県
で
は
、農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
資
材
の
価
格
高

騰
に
よ
る
負
担
軽
減
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
県
内
の
農
業
者（
個
人
事
業
主
の
場
合
、原

則
と
し
て
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
）

が
購
入
し
た
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
資
材
で
、支
援

金
額
の
算
定
は
、令
和
６
年
青
色
申
告
の
決
算

書
ま
た
は
、直
近
の
決
算
書
の「
諸
材
料
費
」の

７
㌫（
上
限
３
万
円
）で
す
。
詳
し
く
は
、専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）か
ら
閲

覧
で
き
ま
す
。

〇
申
請
期
限

　
11
月
10
日（
月
）　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
被
覆
資
材
価
格
高
騰
対
策
緊
急
支
援
事

業
事
務
局

　
☎
０
９
９（
２
０
１
）４
８
１
１

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」と「
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」が
全
国
で
２
種
類
同

時
発
売
さ
れ
ま
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金

は
、市
町
村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対

策
、高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

〇
発
売
期
間　

　
９
月
19
日（
金
）
～
10
月
19
日（
日
）

〇
抽
選
日　
10
月
28
日（
火
）

〇
販
売
価
格　
各
１
枚
３
０
０
円

〇
当
せ
ん
金

【
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
】

・
１
等　
　
　
３
億
円
×
12
本

・
前
後
賞
各　
１
億
円
×
24
本

※
発
売
総
額
３
６
０
億
円
・
12
ユ
ニ
ッ
ト
の

場
合

【
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
】

・
１
等　
　
　
３
千
万
円
×
50
本

・
前
後
賞
各　
１
千
万
円
×
１
０
０
本

※
発
売
総
額
１
５
０
億
円
・
５
ユ
ニ
ッ
ト
の

場
合

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
市
町
村
振
興
協
会

　
☎
０
９
９（
２
０
６
）１
０
０
１

第
26
回
か
ご
し
ま
木
材
ま
つ
り

　
県
で
は
、木
の
良
さ
や
木
材
を
利
用
す
る
意

義
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、県
産
材
の
利
用
拡

大
を
図
る
た
め
、10
月
の「
木
材
利
用
促
進
月

間
」に
関
連
し
て「
第
26
回
か
ご
し
ま
木
材
ま

つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

　
県
内
で
製
作
さ
れ
た
木
製
品
な
ど
の
展
示･

販
売
や
木
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

〇
日
時

・
10
月
18
日(

土)　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

・
10
月
19
日(

日)　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

〇
場
所

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
鹿
児
島

　
（
1
階「
空
の
広
場
」、「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
横
特
設
会
場
」、「
水
の
広
場
」）

〇
内
容

　
木
製
品
な
ど
の
展
示･

販
売
、木
育
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、木
工

教
室
、端
材
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

〇
入
場
料　
無
料

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

｢

か
ご
し

ま
木
材
ま
つ
り｣

で
検
索)

か
ら
閲
覧
で
き
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
か
ご
し
ま
材
振
興
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
３
６
６

企
画
展「
理
科
に
関
す
る
研
究

記
録
・
課
題
研
究
」

　
県
立
博
物
館
で
は
、令
和
７
年
度｢

理
科
に

関
す
る
研
究
記
録
展｣

に
出
品
さ
れ
た
小
中
学

生
に
よ
る
優
秀
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
高
校
生
に
よ
る
課
題
研
究
発
表
で
使
用
し

た
ポ
ス
タ
ー
（
令
和
７
年
度
度
作
品
）に
つ
い

て
も
展
示
し
ま
す
。

〇
日
時

　

 

９
月
28
日（
日
）
～
12
月
21
日（
日
）　

※
小
中
学
生
の
作
品
は
11
月
30
日（
日
）ま
で

〇
場
所 

　
鹿
児
島
県
立
博
物
館　
別
館

　
（
宝
山
ホ
ー
ル
4
階
）

〇
時
間 

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で

〇
入
場
料　
無
料

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で

き
ま
す
。

(

「
理
科
に
関
す
る
研
究
記
録
・
課
題
研
究
」

で
検
索)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
博
物
館

　
☎
０
９
９（
２
２
３
）６
０
５
０

第
73
回
企
画
展「
新
発
見
！
か

ご
し
ま
の
遺
跡
２
０
２
５
」

　
上
野
原
縄
文
の
森
で
は
、昨
年
度
、県
内
で

発
掘
調
査
や
報
告
書
の
刊
行
を
行
っ
た
遺
跡

の
中
か
ら
、鹿
児
島
城
二
之
丸
跡
出
土
の
将
棋

盤
や
、阿
久
根
市
諏
訪
ノ
前
遺
跡
の
ト
イ
レ
遺

構
な
ど
話
題
と
な
っ
た
遺
跡
を
中
心
に
最
新

の
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
期
間 

　
11
月
９
日(

日)

ま
で

〇
休
園
日

　
月
曜
日(

休
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日)

〇
場
所 

　
上
野
原
縄
文
の
森（
霧
島
市
）

　
展
示
館
企
画
展
示
室

〇
時
間 

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
入
場
は
午
後
４
時
半
ま
で

〇
参
加
費　
展
示
館
利
用
料
金

※
詳
し
く
は
、上
野
原
縄
文
の
森
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(

「
上
野
原
縄
文
の
森
」で
検
索)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
文
化
財
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）５
３
５
３

親
子
で
忍
者
体
験

　

南
薩
少
年
自
然
の
家
で
は
、親
子
を
対
象

に
、自
然
体
験
や
生
活
体
験
を
通
し
て
、家
族

の
絆
を
深
め
る
と
と
も
に
、参
加
者
相
互
の
親

睦
を
深
め
る
機
会
と
し
て
親
子
で
忍
者
修
行

の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

〇
日
時 

　
10
月
18
日（
土
）

　
午
前
９
時
15
分
～
午
後
１
時
45
分

〇
場
所 　
県
立
南
薩
少
年
自
然
の
家

〇
内
容 　
親
子
で
忍
者
修
行

〇
参
加
費　
４
０
０
円
程
度

〇
申
し
込
み
方
法　
申
込
み
フ
ォ
ー
ム

〇
申
し
込
み
期
限

　
９
月
20
日（
土
）

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

(

「
な
ん
さ
つ
」で
検
索)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
南
薩
少
年
自
然
の
家

　
☎
０
９
９
３（
77
）２
５
０
０
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夏
の
ぽ
ん
ぽ
こ
祭
６
年
ぶ
り
の
開
催

手
作
り
の
祭
で
お
も
て
な
し

　
８
月
１
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
島
福
祉
作
業
所
ぽ

ん
ぽ
こ
村
で
、
夏
の
ぽ
ん
ぽ
こ
祭
が
６
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ケ
・
ア
ロ
ハ
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

を
迎
え
た
後
、
大
堂
和
枝
理
事
長
が
「
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
６
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
た
く
さ
ん
の
催
し
と
屋
台
を
楽
し
ん
で
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
手
作
り
の
パ
ン
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

か
き
氷
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
中
央
に
設
置

さ
れ
た
舞
台
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
ジ
ュ
ー
ス
・

ビ
ー
ル
の
味
比
べ
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
最
後
は
花

火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
夏
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

長
島
町
戦
没
者
追
悼
式

恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を

　
７
月
23
日
、
令
和
７
年
度
長
島
町
戦
没
者
追
悼
式

が
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
遺
族
の
ほ
か
、
町
関
係
者
な
ど
約
40

人
が
参
列
し
、
戦
没
者
に
対
し
て
黙
と
う
が
さ
さ

げ
ら
れ
ま
し
た
。
追
悼
の
言
葉
で
は
、
終
戦
か
ら

80
年
が
経
過
し
、
戦
争
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

悲
し
み
と
苦
し
み
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ

ら
れ
献
花
台
に
花
が
手
向
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
遺
族
会
会
長
の
濵
畑
順
一
さ
ん（
小
浜
）は「
私

達
が
享
受
し
て
い
る
平
和
な
日
々
の
喜
び
の
陰
に

は
、
尊
い
殉じ
ゅ
ん
こ
く国の
犠
牲
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
語
り
ま
し
た
。

町
内
を
き
れ
い
に
「
町
道
の
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

堤
田
さ
ん
へ
感
謝
状　

８
月
６
日
、長
島
町
建
友
会
（
宮
脇
徳
仁
会
長
）

が
道
の
日
に
併
せ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
作
業
に
は
、
32
社
か
ら
約
80
人
が

参
加
。
出
発
式
の
あ
と
、
町
内
主
要
道
路
一
円
の

ご
み
拾
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
出
発
式
で
は
、
県
道
47
号
葛
輪
瀬
戸
線
の
山
門

野
周
辺
を
清
掃
し
て
い
る
堤
田
久
雄
さ
ん
（
山
門

野
）
に
日
ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
て
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
堤
田
さ
ん
は
「
最
初
は
、
家
族
の
た

め
に
家
の
周
辺
を
清
掃
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
に

気
に
な
る
箇
所
が
多
く
あ
り
、
今
で
は
広
範
囲
で

清
掃
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

町
で
桐
蔭
学
園
と
鹿
児
島
高
校
の
軟
式
野
球
部
が
合
宿

長
島
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て

　
８
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
の
４
日
間
、
桐
蔭
学
園

高
等
学
校
（
横
浜
市
）
と
鹿
児
島
高
等
学
校
（
鹿
児

島
市
）
の
軟
式
野
球
部
が
町
の
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
城
川
内
運
動
場
を
使
用
し
、
合
同
合

宿
を
行
い
ま
し
た
。

　
両
チ
ー
ム
は
、
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
宿
泊
し
、
特
産
の
ブ
リ
や
か
ん
き
つ
類
な
ど
を

食
べ
て
親
睦
を
深
め
る
と
共
に
練
習
試
合
で
切
磋

琢
磨
し
技
術
力
向
上
に
努
め
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

練
習
試
合
に
は
、
県
内
外
３
校
が
参
加
。
桐
蔭
学

園
高
等
学
校
２
年
の
掘
元げ
ん
き喜
さ
ん
は
「
自
然
あ
ふ

れ
る
長
島
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
秋
の
大
会

優
勝
に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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長
島
中
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
「
根
性
の
石
」
を
磨
く

根
性
の
精
神
を
継
承
し
て
ほ
し
い

　
８
月
11
日
、
長
島
中
学
校
で
、
昭
和
51
年
の
卒

業
生
で
あ
る
下
塩
見
浩
さ
ん
（
小
浜・写
真
中
央
）

と
蒔
元
和
良
さ
ん
（
大
阪
府・同
左
か
ら
２
人
目
）

が
体
育
館
前
に
あ
る
根
性
の
石
の
清
掃
活
動
を
16

日
の
同
窓
会
を
前
に
、
同
級
生
５
人
と
当
時
の
担

任
の
新し
ん
で
ん田
正
明
さ
ん
夫
婦
（
鹿
児
島
市
・
写
真
左

端
の
２
人
）
と
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
２
人
が
在
学
中
に
新
田
先
生
か
ら
勧す
す

め
ら
れ
て
始
め
た
作
業
で
、
新
田
先
生
は
「
２
人

の
素
行
改
善
の
た
め
に
始
め
た
こ
と
が
、
再
会
の

き
っ
か
け
に
な
り
嬉
し
い
」と
当
時
を
振
り
返
り
、

蒔
元
さ
ん
は
「
根
性
の
精
神
を
脈
々
と
継
承
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。　

大
雨
に
よ
る
断
水
で
姶
良
市
に
給
水
活
動

で
き
る
限
り
早
い
復
旧
の
た
め

　
県
内
に
８
月
７
日
か
ら
８
日
の
未
明
に
か
け
て

降
っ
た
記
録
的
な
大
雨
の
影
響
で
、
霧
島
市
と
姶

良
市
で
は
最
大
３
万
７
千
戸
で
断
水
が
あ
り
ま
し

た
。
町
水
道
課
は
、
日
本
水
道
協
会
鹿
児
島
県
支

部
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
９
日
か
ら
13
日
ま
で
の

５
日
間
、計
13
人
が
姶
良
市
で
給
水
活
動
を
実
施
。

被
災
者
が
持
っ
て
き
た
容
器
や
給
水
バ
ッ
グ
へ
の

給
水
と
、
病
院
や
小
学
校
、
保
育
園
な
ど
の
公
共

施
設
を
往
復
し
て
受
水
槽
へ
の
給
水
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
霧
島
市
は
13
日
に
、
姶
良
市
は
14
日
に

断
水
が
解
消
し
ま
し
た
。
川
添
町
長
は
「
県
民
と

し
て
、
一
日
も
早
い
復
旧
の
た
め
に
で
き
る
限
り

協
力
す
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

第
25
回
夏
ま
つ
り
チ
ビ
ッ
子
広
場

子
ど
も
と
夏
ま
つ
り
を
満
喫

　
８
月
17
日
、
町
商
工
会
青
年
部
主
催
の
「
第
25

回
夏
ま
つ
り
チ
ビ
ッ
子
広
場
」
が
町
文
化
ホ
ー
ル

駐
車
場
で
開
催
さ
れ
、
会
場
は
多
く
の
家
族
連
れ

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｒ
ｓ
Ｇ
ｅ
ｍ
と
親
子
ダ
ン
ス
長
島
が

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
缶
積
み
競
争
や
か
き
氷
早
食
い
競
争
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
内
に
は
、
ゴ
ー
カ
ー
ト
や

射
的
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
屋
台
は
、
た
こ
焼
き
や

か
き
氷
な
ど
が
並
び
ま
し
た
。
缶
積
み
競
争
に
参

加
し
た
河
原
陽ひ
な
た大
さ
ん
（
４
歳・熊
本
県
）
は
「
高

く
積
む
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
夏
ま

つ
り
に
来
た
い
」
と
満
喫
し
た
様
子
で
し
た
。

フ
ラ
ー
ゴ
ラ
ッ
ド
鹿
児
島
が
教
え
る
バ
レ
ー
教
室

プ
ロ
が
教
え
て
く
れ
て
楽
し
い

　
８
月
23
日
、
町
総
合
町
民
体
育
館
で
、
町
内
小

中
学
生
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
が
技
術
向
上
と
プ

ロ
選
手
と
の
相
互
交
流
を
目
的
に
行
わ
れ
、
講
師

や
観
客
な
ど
１
１
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
講
師
は
、「
フ
ラ
ー
ゴ
ラ
ッ
ド
鹿
児

島
」
の
選
手
ら
５
人
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
や
オ
ー
バ
ー
パ
ス
な
ど
の
基
礎
を
教
わ

り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
瀬
ノ
口
琉り
ゅ
う
せ
い
聖
さ
ん
（
城
川
内
小
６

年
）
は
「
プ
ロ
と
練
習
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。
今

後
も
自
分
の
プ
レ
ー
に
生
か
せ
る
よ
う
が
ん
ば
り

た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。



町立 指江図書館　☎ 0996-88-5651 町立 鷹巣図書館　☎ 0996-86-1121

広報ながしま  2025年9月号  ｜ 　18

独断と偏見 ふねのずかん

著／二宮和也

一途に向きあった 100 の問いに
答えます。

貨物船やイカつり漁船などを取り
あげ、役目やつくりを写真ととも
に紹介します。

潮
溜
ま
り
に
小
魚
追
ひ
し
幼
日
が
幻
の
や
う
な
産う

ぶ
す
な土

を
見
つ

照
り
つ
く
る
晩
夏
の
日
差
し
冴
え
冴
え
と
紅
映
え
て
百
日
紅
咲
く

カ
ー
テ
ン
の
白
さ
に
朝
の
光
差
し
静し
ず
ま寂
に
聞
こ
ゆ
蝉
鳥
の
声

一
隅
に
孔
雀
の
よ
う
に
咲
き
し
き
る
黄
金
色
の
山
吹
の
花

昼
寝
覚
部
屋
に
吊
ら
る
る 

女
物

居
残
り
の
鶴
を
気
遣
ふ
暑
さ
か
な

夏
の
雲
鍬
で
鍛
へ
し
い
か
り
肩

夕
顔
や
門
閉
ざ
さ
る
る
武
家
屋
敷

焼
き
鳥
の
匂
ふ
つ
り
銭
団
扇
風

夕
顔
や
点
滴
遅
々
と
刻
長
し

小
林 　

貢

小
林
如
月

町
田
末
則

母
木
良
平

川
島
輝
文

米
尾
和
子

坂
之
下
典
子

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

ス
リ
ラ
ン
カ
世
界
遺
産
八
ツ
有
り
神
秘
の
国
の
奥
深
さ
知
る

七
回
忌
亡
娘
今
頃
何
し
て
る
ア
ル
バ
ム
の
中
は
じ
け
る
笑
顔

生う
ま

ま
れ
来き

た
な
し
遂と

げ

た
の
だ
本ほ

ん
と
う当

だ
人ひ

と

が
見み

と止
め
る
幸し

あ
わせ

な
る
の

園
児
バ
ス
い
つ
し
か
見
え
ず
デ
イ
ケ
ア
の
送
迎
車
行
き
交
う
世
と
な
ら
ん

彼
岸
花
思
い
起
こ
せ
し
真
楽
寺
ほ
と
け
の
顔
も
し
ば
し
御
無
沙
汰

鳴
き
狂
ふ
蝉
棲
む
街
や
通
夜
急
ぐ

緑
陰
や
子
ら
の
集
ひ
て
紙
芝
居

舟
虫
や
オ
ラ
シ
ョ
の
島
の
夕
明
か
り

夕
顔
や
砂
丘
の
果
て
の
波
の
音

舟
虫
の
素
早
さ
妬
む
老
い
に
け
り

大
堂　

早
苗

坂
口　
　

子

迫
口　

君
代

二
階
堂
恵
子

関　

喜
久
雄

淵
脇　
　

護

白
男
川
孝
仁

二
階
堂
妙
子

関　

佳
代
美

大
堂　

正
弘

山
嵜
加
代
子

小賀野実／監修
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個
人
情
報
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

編
集
後
記

　
８
月
11
日
の
取
材(

P
・
17)

で
は
、
長
島
中
学
校
卒
業
生
（

昭
和
51
年
卒
）
の
、
下
塩
見
さ

ん
と
蒔
元
さ
ん
が
、
同
校
校
庭

に
あ
る
「
根
性
の
石
」
を
丹
精

込
め
て
磨
き
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
、
２
人
は
登
校
中
に
道

草
ば
か
り
し
て
い
て
、
遅
刻
を

繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
見
か

ね
た
新
田
先
生
が
ペ
ナ
ル
テ
ィ

と
し
て
こ
の
石
を
磨
く
よ
う
指

導
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
ひ
た
む

き
に
石
を
磨
く
姿
に
感
銘
を
受

け
た
当
時
の
校
長
先
生
が
、
２

人
を
高
く
評
価
し
、
全
体
朝
礼

時
に
見
習
う
よ
う
に
と
全
校
生

徒
に
呼
び
掛
け
た
そ
う
で
す
。

　
こ
と
わ
ざ
で
言
う
と
こ
ろ
の
、

「
ケ
ガ
の
功
名
」
や
「
ヒ
ョ
ウ

タ
ン
か
ら
駒
」
な
ど
で
し
ょ
う

か
。
憧
れ
る
コ
ミ
カ
ル
な
先
輩

が
た
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
し
た
。

大
西
洋
介
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第
20
回
な
が
し
ま
造
形
美
術
展
を
開
催
し
ま
す
。
地
元
に
あ

る
身
近
な
素
材
か
ら
生
ま
れ
る
巨
大
ア
ー
ト
で
す
。

〇
今
回
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　
「
長
島
町
20
年
の
感
動
が
こ
こ
に
。ア
ー
ト
の
祭
典
、開
幕
！
」

〇
開
催
期
間

　
10
月
11
日
（
土
）
～
11
月
９
日
（
日
）

〇
開
催
場
所

　
太
陽
の
里
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場　

問い合わせ先
役場企画財政課企画調整係
☎（86）１１３４［直通］

20
年
の
感
動
が
こ
こ
に

～
第
20
回
な
が
し
ま
造
形
美
術
展
～



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力くださ

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

い。

２０２５10

１０ １１５ ８ ９

１７ １８１２ １３ １５ １６

２４ ２５１９ ２０ ２１ ２２ ２３

２６ ２７

３２

１４

６ ７

9/30 １ ４9/28 9/29

 ２８    29    30 11/1   31

■資源ごみ・燃えないごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ　　　　　　

　（獅子島）

◎乳児健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

　

〇長島クリニック 88-6405
〇せき耳鼻咽喉科クリニック 64-1187
〇しみずこども医院 68-0633
〇福田クリニック 79-3775
◇しみずこども医院 68-0633
□さすえ薬局 88-6011
□メープル薬局 62-9292
□すくすく薬局 72-5010

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

■燃えないごみ
（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
　　（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎ 1 歳６カ月健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

　　　　　

〇鷹巣診療所 86-0054
〇さくら通りクリニック 62-2311
〇いまむらクリニック 73-1700
〇福田クリニック 79-3775
◇出水総合医療センター 67-1611
□長島調剤薬局 64-5555
□さくらんぼ薬局 68-7000
□市民調剤薬局 68-0150

スポーツの日

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

〇つかさとクリニック 67-5560
〇山田クリニック 72-0420

■資源ごみ・燃えないごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ　　　　　　
　（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（獅子島）

〇平尾診療所 88-2595
〇わかすぎ皮フ科クリニック 64-1313
〇北国医院 72-0016
〇福田クリニック 79-3775
◇こどもクリニック永松 64-1500
□オレンジ薬局 79-3972
□かしま薬局 63-3970

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

■燃えないごみ
（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

■びん・有害　（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

　　　　　　

■燃やせるごみ・天ぷら油
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

〇鷹巣診療所 86-0054
〇荘記念病院 82-3113
〇阿久根眼科 72-0040
〇福田クリニック 79-3775
◇キッズクリニック 63-7707
□長島調剤薬局 64-5555
□しもずる薬局 64-2211
□高松薬局 73-4002

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

�

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！
● 10 月 13 日はスポーツの日です。
　スポーツを楽しみ、他者を尊重する精神を培うとともに、健康で活力ある
社会の実現を願うことを趣旨としています。

〇特定健診結果説明会〇特定健診結果説明会

〇特定健診結果説明会 〇特定健診結果説明会〇特定健診結果説明会

〇特定健診結果説明会〇特定健診結果説明会
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